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研究成果の概要（和文）：我々は、P.acnesに対する特異抗体であるPAB抗体を用いた免疫染色により、心サ症
群、炎症性心疾患（I）群および非炎症性心疾患（NI）群において比較検討した。心サ症群26例、I群15例、NI群
39例全例に、HE染色・PAB抗体による免疫染色を行った。結果、心サ症群の類上皮細胞肉芽腫病巣内の免疫染色
による陽性率は63％であった。一方、HE染色における炎症細胞巣の陽性率は、心サ症群62％、I群10％、NI群3％
に認めたものの、その炎症細胞巣における免疫染色の陽性率は、心サ症群63％であるのに対し、その他の群で
は、全て陰性であった。免疫染色は、心サ症の確定診断の補助的役割が示唆された。

研究成果の概要（英文）：In cardiac sarcoidosis、early diagnosis and intervention are essential, 
pathological diagnosis is limited. Propionibacterium acnes is a implicated aetiologic agent of 
sarcoidosis We examined myocardial tissues obtained from patients with CS (n=26; CS-group), 
myocarditis (n=15; M-group), or other cardiomyopathies (n=39; CM-group) using immunohistochemistry 
(IHC) with a P. acnes antibody. We found granulomas in 16 (62%) CS-group samples. Massive (>13 
inflammatory cells) and minimal (<12) inflammatory foci,were detected in 16 (62%) and 11 (42%) of 
the CS-group samples, 10 (67%) and 10 (67%) of the M-group samples, and 1 (3%) and 18 (46%) of the 
CM-group samples. P. acnes-positive reactivity in granulomas, massive and minimal inflammatory foci 
were detected in 10 (63%), 10 (63%), and 8 (73%) of the CS-group samples, in none of the other 
samples. IHC detection of P. acnes in inflammatory foci of myocardial samples without granulomas may
 be useful for differentiating sarcoidosis from others.

研究分野：循環器内科
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１．研究開始当初の背景 

心サルコイドーシスに合併する心機能低

下や致死的不整脈の抑制には、早期診断・早

期地用介入が必要である、しかし、心サルコ

イドーシスは、特徴的な症状を呈さないため、

臨床診断が困難であり、さらに心内膜心筋生

検での組織学的診断率も低い。近年、サルコ

イドーシス患者の約８割において、肺、リン

パ節の病変内にアクネ菌が存在しているこ

とが、Propionibacterium acnes 特異的クロ

ーン抗体（PAB 抗体）を用いた免疫組織染色

により証明され、サルコイドーシスの原因と

して、アクネ菌説が提唱されている（図１）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．研究の目的 

本研究は、心サルコイドーシス患者におい

て、心内膜心筋生検により採取した心筋組織

における PAB 抗体の陽性率を検討し、組織診

断の有用性を明らかにすることによって診

断率の向上を目指すことを目的とした。 

 

 

３．研究の方法 

我々は、P.acnes に対する特異抗体である

PAB 抗体を用いた免疫染色により、心サ症群、

炎症性心疾患群および非炎症性心疾患群に

おいて、肉芽腫、炎症巣での陽性率を、7 つ

の本邦多施設（北海道大学病院、国立循環器

病研究センター、和歌山県立医大病院、藤田

保健衛生大学病院、東京女子医科大学病院、

葉山ハートセンター、市立札幌病院）より EMB

標本および外科切除・剖検標本を集め、それ

ぞれ評価した。また、臨床徴候・経過、各種

画像診断および通常の組織診断を含んだ総

合的な判断により、心サ症群、炎症性心疾患

群（リンパ球性心筋炎など）、非炎症性心疾

患群（拡張型心筋症、肥大型心筋症など）の

3つの群に分類し、さらに、外科切除/剖検標

本・EMB 標本それぞれにおいて評価した。 

 

 

４．研究成果 

最終的に解析できた検体数は、心サ症群 26

例（外科切除/剖検標本18例、EMB標本8例）、

炎症性心疾患群 15 例（外科切除/剖検標本 8

例、EMB 標本 7 例）、非炎症性心疾患群 39 例

（外科切除/剖検標本 20 例、EMB 標本 19 例）

であり、全例に Hematoxylin-Eosin（HE）染

色およびPAB抗体による免疫染色をおこなっ

た。その結果、心サ症群の類上皮細胞肉芽腫

病巣内の免疫染色による陽性率は 63％であ

った。図２に代表例を示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

また、その陽性率は、外科切除/剖検標本

50％、EMB 標本 67％と、どちらの採取標本に

おいて も変わらなかった（p = n.s）。さら

に、HE 染色で、炎症細胞巣の陽性率は、心サ

症群 62％（外科切除/剖検標本 56％、EMB 標

本 75％）、炎症性心疾患群 10％、非炎症性心

疾患群 3％に認めたものの、その炎症細胞巣

におけるPAB抗体による免疫染色の陽性率は、



心サ症群 63％であるのに対し、炎症性心疾患

群および非炎症性心疾患群では、全て陰性

（0％）であった。 

以上より、いままで、臨床的に心サ症が疑

われても、EMB による類上皮細胞を含む特徴

的な心サ症を示す病理所見の陽性率は低か

ったものの、本研究の結果を鑑みると、EMB

で一部の炎症細胞巣を採取できた場合、PAB

抗体による免疫染色を追加することにより

心サ症を確定診断するための補助的役割を

果たす可能性が示唆された。また、臨床の現

場において、虚血性心疾患は否定され、CMR

も非特異的所見でかつEMBにおいても軽度の

炎症細胞浸潤（心筋内へのリンパ球およびマ

クロファージ浸潤＜14 個/mm2未満）はあるも

のの病理学的にも非特異的な所見であるた

め、総合的な判断として、拡張型心筋症と診

断される症例は少なくない。そのような患者

に、この PAB 抗体による免疫染色を追加する

ことで、潜在的な心サ症患者の存在を発見で

きる可能性がある。 
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